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いて研究を行っている。この問題自体は既に 15 年以上の研究蓄積があり、10 年程前にはこの手法に
よりもとめられたオプション価格の厳密な正当化も行われている。一方で、その正当化手順は数学的
に難解であった。ところが、劉氏はフーリエ解析を用いた導出法を提案することで新たな道を開いた。
その結果、特異摂動を伴ったオプション価格評価における近似式の正当化をきわめて簡単に証明す
ることに成功した。また、フーリエ解析を導入してオプション価格式の計算をしたことにより、ジャンプの
項が入ったモデルのオプション価格の導出やバミューダン・オプションの価格評価も簡単にできるよう
になった。以上の点より数理的にも実務的にも評価の高い研究成果を挙げたものと考えている。また、
後半の離散アジア型オプションの感応度に関する問題は 2000 年ころに研究されたテイラー展開を用
いたアジア型オプションの価格評価法を用いた感応度計算に関する研究をまとめたものである。ヨー
ロッパ型オプションと異なりアジア型オプションは閉じた形の解析解を持っておらず、その感応度を求
めるのは必ずしも容易ではない。そこで、劉氏はテイラー展開を用いて感応度の計算を行った。テイラ
ー展開をすれば 1 本道で計算できた価格評価と異なり、感応度の計算は複雑な確率論の知識を用い
る必要があったが、最終的に近似精度の高い近似価格公式を求めることに成功した。ほとんどのアジ
ア型オプションのグリークス計算に関する先行研究はモンテカルロ法によるものであったが、近似価格
式を用いた感応度の計算を行った劉氏の成果は別の視点からの感応度の計算法に光を当てるもの
であり高く評価できる。以上の理由により、本論文は博士（経営学）の学位を授与するに値すると判断
した。 
